第　学年　組　　技術・家庭科（技術分野）学習指導案
                                                          平成　　年　月　　日(水)　第　校時
　１　単　元　　技術とものづくり（じょうぶな構造にするには）
　２　目　標
◎　じょうぶな構造について考えさせ，つくりたいものの構想について工夫させる。
○  じょうぶな構造と不安定な構造の違いを知る。（知識・理解）
○　つくりたいものの構造をじょうぶにする工夫を考える。（創意・工夫）
○  いろいろな接合方法や部品の使い方を知る。（技能，知識・理解）
　３　指導観
○　最近の子どもたちは，完成品として大概のものを手に入れることができる。その結果，自分自身の考
えで何かを創造してつくるという，ものづくりの経験が極端に不足している。しかし，機会さえあれば，生徒たちは意欲的にものづくりを進めることができる。
技術分野の目標は，「実践的・体験的な学習を通して，ものづくりやエネルギー利用およびコンピュータ活用等に関する基礎的な知識と技術を習得するとともに，技術が果たす役割について理解を深め，それらを適切に活用する能力と態度を育てることである。
これらの目標を達成させるためには，生徒たちがものづくりに対して，興味・関心を示すことが大切
であり，家庭や学校という周辺環境がいかにきっかけを与え，導くかが需要である。
そこで，じょうぶな構造にするために段ボールを活用した実験を取り入れ，基礎的・基本的事項を
押さえながら生徒自身の創造力を育て，成就感を味わわせたい。
○　本学級の生徒は，男子　　名，女子　　名，計　　名の大変明るく男女の仲も良い，元気の良いク　　　　ラスである。小学校の時に木材を使って何か作ったことがある生徒が，　名と比較的製作活動経験者　　　　は多いが，自分でその作品を作り上げたという満足感を感じている生徒が，　名で意外に少ない。そ　　　　の理由について自由に答えさせたところ，「お家の人が手伝ってくれた」が最も多く，「自分で考え　　　　たものではなかった」という回答も得られた。この事から製作に対する意欲はあるものの自分で構想　　　　を考え，工夫し，作り上げる喜びを味わったことのない生徒が多いことが分かった。　
○　そこで本時は，箱ものの強度を増すためにどのような工夫をすればいいのか実際に段ボールや厚紙　を使って箱ものをつくらせ，つくったものに様々な方向から力を加える実験を行い，視覚的に強度の　違いに気づかせ，四角構造と三角構造の違いや強度を増すための補強としてどのような方法があるの　かを理解させたい。また，作業を伴う過程においては，班員が互いに協力して作業を進めさせ，机間　支導を行いながらできるだけ作業に差が生じないように心がけたい。
　４　指導計画
	
	主　　な
学習活動
	評　　価　　項　　目　　と　　方　　法
	時
数

	
	
	生活や技術への関心･意欲･態度
	生活を工夫し創造する能力
	生活の技能
	生活や技術についての知識･理解
	

	
	ものをつく
る技術につ
いて考えよ
う
	　ものづくり技術の発達や
生活の変化と技術の関わり
に関心を持っている。
	
	
	技術の発達と生活や産業との
関わりから生活様式の変化に
ついて言える
	２

	
	材料の使わ
れ方を調べ
よう
	　材料の性質を積極的に調
べようとしている。
　切断や折り曲げの簡単な
実験に関心を持っている
　材料の様々な加工方法に
興味を示している
	小さな力で加工するなど，
合理的に加工する工夫をし
ている
	工具や機器を安全に使用
して簡単な加工ができる
	切断，せん断，穴あけ塑性の
加工などの加工方法が言える
様々な材料の性質が言える
材料に適した加工法の種類と
それぞれの特徴が言える
	３

	
	つくりたい
ものを考え
構想をまと
めよう
	　製作したいものの使用目
的や使用条件などを調べよ
うとしている
　材料の特徴を調べようと
している
　材料を選ぶ観点を考慮し
て材料を選択しようとして
いる
　じょうぶな構造にする方
法を調べようとしている
　正確できれいな図をかこ
うと努力している
	　使いやすいデザインにな
るように工夫している
　材料の特徴が製作品に生
かせるよう工夫している
　じょうぶな構造になるよ
うに工夫している
　製作品に適した接合方法
を工夫している
	　スケッチができる
　模型をつくることがで
きる
　簡単な実験を通して，
強さの比較ができる
　構想図，製作に必要な
図がかける
	　製品の形状と機能の関係を
説明できる
　様々な材料の特徴をいえる
　形状と強さの関係を説明で
きる
　構造と強さの関係を説明で
きる
　いろいろな接合方法とその
特徴をいえる
　構想を表す手順や方法につ
いていえる
　製図のきまりについていえ
る
	７
本時
３
／
７


   ５　本時の目標
    （１）　じょうぶな構造と不安な構造について知る。
    （２）  つくりたいものの構造をじょうぶにする工夫を考える。
　６　学習指導過程
	
	過 程
	学習内容及び学習活動
	教　師　の　支　援
	評　価　の　観　点
	資 料・準 備

	
	把
握
す
る
	１　本立ての試作品に百科事典を
　　並べた状態を観察する。
２　気づいたことを発表する。
３　本時の目標を確認する
	・試作品の本立てに百科事典を並
　べる。
・自由に意見が出せる雰囲気づく
　りに努める。
・本時の学習目標を提示する。
	・興味をもって真剣に観察し
　ているか。
・積極的に自分の考えを出そ
　うとしているか。
	 本立て(試作品)
 百科事典
 ワークシート
 サンカード

	
	
	
	目標１　じょうぶな構造と不安定な構造について理解しよう
目標２　つくりたいものの構造をじょうぶにする工夫について考えよう
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	追
究
す
る
	４　段ボールと厚紙を使い四角の
　　箱を作る。
５　箱に縦方向と横方向から力を
　　加えてみる。
６　力を加えた結果をワークシー
　　トに記録する。
７　四角の箱に補強用としての材
　　料を取りつける。
８　箱に縦方向と横方向から力を
　　加えてみる。
９　先に行った実験結果との違い
　　をワークシートにまとめる。
	・どういう風に四角い箱を作れば
　良いかモデルを示し，材料を準
　備する。
・どのような力を加えた時に大き
　く変形するかに留意して観察す
　るよう指示をする。
・班員が互いに協力して意見を出
　し合っているか机間指導する。
・班員が互いにアイディアを出し
　合ってじょうぶな構造になるよ
　うに工夫するよう指示をする。
・補強前と補強後で力を加えた時
　の様子の変化に注目して実験に
　取り組ませる。
・班員が互いに協力して意見を出
　し合っているか机間指導する。
	・四角い箱の作り方を理解し
　ようとしているか。
・進んで実験に参加している
　か。
・加える力によって変形の仕
　方が違うことを理解できた
　か。
・班員が協力して実験結果を
　まとめているか。
・進んで実験に参加している
　か。
・じょうぶな構造を考慮して
　製作しているか。
・進んで実験に参加している
　か。
・補強の前後で変形の仕方が
　違うことを理解できたか。・
・班員が協力して実験結果を
　まとめているか。
	

	
	整
理
す
る
	１０　班ごとに実験結果を発表する
１１ じょうぶな構造にする方法に
　　ついてワークシートにまとめ
　　る。
12  次時の学習内容を知る。
	・自由に意見が出せる雰囲気づく
　りに努める。
・本時の実験で分かったことにつ
　いてまとめさせる。
・次時は，構想を表す方法につい
　て学習することを知らせる。
	・積極的に自分の考えを出そ
　うとしているか。
・じょうぶな構造や接合の仕
　方について説明できるか。
	


  ７　板書計画
	
	 本時の目標
　目標１　じょうぶな構造と不安定な構造について理解しよう
　目標２  つくりたいものの構造をじょうぶにする工夫について考えよう


